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村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

依
然
と
し
て
終
息
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、感
染
防
止
の
取
り
組
み
に
、日

々
ご
協
力
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
内
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接

種
も
、一
般
対
象
者
の
３
回
目
が
ほ
ぼ

完
了
し
、５
歳
以
上
の
低
年
齢
層
の
希

望
者
接
種
も
２
回
目
が
完
了
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
い
、影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
や
出
荷
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

は
、国
の
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
交
付
金
等

を
補
填
し
な
が
ら
、事
業
の
継
続
、生
産

者
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後
も

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
参
り

ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
下
の
も
と
令
和
４

年
度
を
迎
え
、本
年
度
の
取
り
組
み
概

要
に
つ
い
て
、申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
対
応
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、被
害
を
受
け
た
村

道
、林
道
等
の
道
路
施
設
災
害
復
旧
に

つ
い
て
は
、住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、ま
だ
ま
だ
、ご
不
便
を
お
掛
け
し

て
お
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、復
旧
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、今
後
、林
道

等
の
本
格
復
旧
に
つ
い
て
、令
和
４
年

度
か
ら
順
次
、入
札
、発
注
を
お
こ
な

い
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

　
ま
た
、長
期
に
わ
た
り
本
村
振
興
の

根
底
を
揺
る
が
し
て
い
る
、川
辺
川
ダ

ム
建
設
問
題
に
つ
い
て
は
、流
域
治
水

に
位
置
づ
け
さ
れ
た「
流
水
型
ダ
ム
」

の
諸
元
が
昨
年
12
月
に
村
、議
会
に
報

告
さ
れ
、４
月
10
日
に
は
、球
磨
川
河

川
整
備
基
本
方
針
の
見
直
し
に
伴
う
、

河
川
整
備
計
画
原
案
に
関
す
る
住
民

説
明
会
が
、村
内
２
か
所
で
開
催
さ

れ
、村
民
の
皆
様
１
０
２
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、国
と
県
管
理
区
間
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、住
民
の
皆

様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
村
と
し
て
も
今
後
、国
、

県
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
求
め
な
が

ら
、住
民
の
皆
様
へ
情
報
提
供
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　
河
川
整
備
計
画
や
整
備
に
伴
う
五
木

村
振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、村
の
将
来

に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、慎
重
か

つ
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
計
画
で
な

け
れ
ば
、村
と
し
て
承
知
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
、国
、県
と
の
協
議
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
編

成
に
あ
た
り
、３
月
定
例
議
会
の
冒

頭「
五
木
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

２
０
５
０
」を
宣
言
致
し
ま
し
た
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
に
よ
り
、令
和

４
年
度
か
ら
環
境
省
が
進
め
る
、地
域

脱
炭
素
移
行・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、村
内
全
域
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
調
査
検
討
、事
業
実
施

を
目
指
し
、本
村
の
水
資
源
や
森
林
資

源
な
ど
自
然
環
境
を
有
効
利
用
す
る

「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
積
極
的
な
導
入

を
図
る
こ
と
で
、温
暖
化
防
止
に
資
す

る
五
木
村
の
役
割
を
十
分
果
た
す
と
共

に
産
業
及
び
観
光
な
ど
へ
の
雇
用
を
創

出
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
に
小
水
力
発
電
、太
陽

光
発
電
や
蓄
電
設
備
な
ど
の
整
備
を

図
り
、災
害
時
や
停
電
時
に
住
民
へ
電

力
を
安
定
的
に
供
給
で
き
、安
心
安
全

な
暮
ら
し
の
構
築
と
、さ
ら
に
は
将

来
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
視
野

に「
市
民
電
力
会
社
」の
設
立
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、調
査
検
討
を
進
め
な
が
ら
具

体
的
な
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
て
参
り

ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
に
つ
い
て
は
、村
の
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
、少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
と
産

業
育
成
を
図
り
、地
域
振
興
と
暮
ら
し

改
革
、移
住
定
住
を
推
し
進
め
る
予
算

編
成
を
行
う
こ
と
と
し
、編
成
に
あ
た

っ
て
は
４
項
目
の
重
点
施
策
を
設
定

し
て
お
り
ま
す
。

一
、「
雇
用
の
場
の
確
保
と
定
住
に
資
す

る
施
策
」に
つ
い
て
は
、昨
年
度
、設
立

さ
れ
た「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
」や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
へ
の
加

入
、登
録
促
進
を
図
り
、安
心
し
て
移
住

定
住
が
で
き
る
、環
境
整
備
を
本
年
度

も
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
と
し
て
、「
移
動
茶
屋
」が
村

内
各
所
に
出
向
き
ま
す
。
地
域
の
皆
様

と
の
色
々
な
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、見
掛
け
ら
れ
た
ら
お
気

軽
に
声
掛
け
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、「
高
齢
者
の
総
合
的
サ
ポ
ー
ト
と
村

民
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
施
策
」に

つ
い
て
は
、高
齢
者
福
祉
の
重
要
性
が

年
々
、増
し
て
お
り
、医
療
、介
護
、買

い
物
支
援
に
加
え
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
を
本
年
も
引
き
続
き
充
実
し
て
参

り
ま
す
。

　
ま
た
、全
年
齢
世
代
に
共
通
の「
健
康

づ
く
り
」に
取
り
組
み
、食
生
活
や
運

動
、健
診
な
ど
健
康
長
寿
の
村
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、

診
療
所
通
院
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
助
成

事
業
、電
動
カ
ー
ト
貸
し
出
し
事
業
等

の
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
も
継
続
し
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
三
、「
地
場
産
業
と
将
来
を
担
う
人
材

育
成
に
資
す
る
施
策
」に
つ
い
て
は
、

村
内
の
農
林
業
、商
工
業
、製
造
業
、サ

ー
ビ
ス
業
等
の
人
材
確
保
の
取
り
組

み
を
、こ
れ
ま
で
の
状
況
を
踏
ま
え
、

新
た
な
視
点
か
ら
見
直
す
必
要
性
が

あ
り
ま
す
。

　
各
事
業
所
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
経

営
安
定
を
目
指
す
と
共
に
、本
年
は
起

業
家
支
援
や
農
業
参
入
へ
の
支
援
金
な

ど
、新
た
な
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
働
く
場
の
確
保
と
住
宅
対
策
を
進
め

な
が
ら
、地
域
を
担
う
人
材
の
確
保
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

四
、「
流
水
型
ダ
ム
に
関
わ
る
振
興
、再

建
に
資
す
る
施
策
」に
つ
い
て
は
、河
川

整
備
計
画
策
定
に
関
わ
る
、本
村
の
振

興
、再
建
に
つ
い
て
今
後
、想
定
さ
れ
る

国
、県
、村
の
３
者
協
議
等
を
踏
ま
え
、

五
木
村
が
目
指
す
将
来
像
を
明
ら
か
に

し
て
参
り
ま
す
。

　
長
年
、翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
た
ダ
ム

建
設
問
題
の
解
決
に
向
け
、村
の
振
興
、

再
建
が
図
れ
る
振
興
計
画
の
策
定
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
、今
後
も
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　　
最
後
に
、令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
村
政
執
行
を
進
め
る
に
あ
た

り
、村
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
と
福

祉
の
向
上
を
念
頭
に
、諸
課
題
の
解
決

に
向
け
、邁
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

村
民
各
位
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜

り
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
終
息
と
災
害

の
無
い
明
る
い
年
度
で
在
り
ま
す
事
を

祈
念
し
、ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月

　
　
　
　
　
　
　
五
木
村
長

木
下  

丈
二

令
和
４
年
度（
２
０
２
２
年
度
）
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むらのできごとむらのできごと

五木東小学校卒業生

卒業証書を受け取る米津さん

記念植樹

磨五進（まいしん）

小学校でも頑張ります

みんなで楽しく遊びましょう

新入園児

　３月２６日（土）いつき保育園のホールにて、保護
者、在園児、先生方に見守られ、園児5名の卒園式
が行われました。卒園証書授与では、五木村社会
福祉協議会木下会長より卒園児一人ひとりに卒
園証書が手渡され、「大きくなったら～になります」
と大きな声で発表していました。その後、子どもか
ら親へ「ありがとう。」と証書を渡していました。子
どもの成長に思わず目を潤ませる親御さんの姿が
見られました。お別れの言葉では、保育園での思
い出や先生方への感謝の言葉を発表しました。そ
れぞれの小学校へ元気に一歩を踏み出した子ども
たちの姿がみられました。

　４月１日（金）いつき保育園のホールにて、新しい
園児2名を迎え入園式が行われました。保護者と
一緒でしたが、皆に見守られ、緊張した様子の入園
児さんの様子が見られました。園長先生が「みん
なと仲良くしてください」と挨拶をされました。ま
た、進級した1歳からの園児20名も式に全員参加
し、お迎えの歌を元気に歌っていました。

五木中学校新入生

五木東小学校新入生

　４月８日（金）に五木中学校、
１１日（月）には五木東小学校で
入学式が行われました。
　今年の新入生は中学生８名

（男子４名、女子４名）、小学生５
名（男子２名、女子３名）です。
　真新しい制服に身を包んだ中
学生は、保護者や在校生、来賓の
皆様に見守られながら式に臨み
ました。小学校とは違う環境に、
終始緊張した様子でした。
　在校生等に大きな拍手で迎え
られ、恥ずかしそうに入場した小
学生。
　担任の先生から一人ひとり名
前を呼ばれると、元気よく大きな
声で返事をしていました。

人吉高校五木分校卒業生

五木中学校卒業生

　

３
月
１
日
に
人
吉
高
校
五
木
分
校
、18

日
に
五
木
中
学
校
、23
日
に
五
木
東
小
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、18
名
の
卒
業
生

が
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し

た
。（
高
校
：
５
名
、中
学
校
：
５
名
、小
学

校
：
８
名
）

　【
高
校
】
コ
ロ
ナ
禍
や
豪
雨
災
害
に
見
舞

わ
れ
、学
校
へ
満
足
に
通
う
こ
と
が
で
き

な
い
在
学
期
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の

中
で
何
を
す
べ
き
か
し
っ
か
り
考
え
、か

け
が
え
の
な
い
３
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間
と
の
絆
は
皆
の
生

涯
の
財
産
で
す
。

【
中
学
校
】小
学
校
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う

に
ず
っ
と
一
緒
だ
っ
た
同
級
生
も
、そ
れ

ぞ
れ
別
の
道
を
歩
み
ま
す
。
五
木
村
で
磨

か
れ
た
５
人
の
信
頼
関
係
は
、希
望
膨
ら

む
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
磨
五
進

（
ま
い
し
ん
）さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

【
小
学
校
】親
に
手
を
引
か
れ
初
め
て
校
門

を
く
ぐ
っ
た
あ
の
日
か
ら
６
年
が
経
ち
、

心
も
体
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
誓
っ
た
み
ん
な
の
夢
は
、植

樹
が
大
き
く
育
っ
た
頃
に
は
か
な
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

卒
業
～
新
た
な
道
へ
～

卒業おめでとうお別れの言葉

いつき保育園入園式 いつき保育園卒園式

五木東小学校・五木中学校入学式
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むらのできごとむらのできごと

４月８日に令和４年度五木村消防団入退団者辞令交付式が、役場大会議室にて行われました。

五木村消防団団長退任にあたって　【五木村消防団　前団長　杉山 今朝生】
　この度、令和４年３月３１日をもって、五木村消防団団長を退任いたしました。４０年間
消防団に在籍し、無事務められたことは、皆様方や家族の賜物と心から感謝申し上げます。
顧みますと幾多の火災、災害出動、消防活動を経験することが出来ました。その時々に良き
先輩の助言、良き後輩の協力を頂き、消防団の任務を遂行出来たことは、私の人生にとって有
意義でした。現役の消防団員の皆様におかれましては、今後も発生する自然災害や火災、団
員の不足等、消防団を取り巻く環境は厳しいものがありますが、義勇・愛郷の精神を持って村
民の生命、財産を守るため、ご精進くださるようお願いします。私も、これからは消防団ＯＢ、
一村民として微力ながら消防団を支援してまいります。本当に長い間、大変お世話になりま
した。　　　　

五木村消防団団長就任にあたって　【五木村消防団　団長　永里 克彦】
　五木村長より拝命を受け、４月１日付で五木村消防団団長に就任しました。この伝統ある
五木村消防団の団長を引き継ぐことになり、大変身の引き締まる思いと重責を感じておりま
す。団長の職を引き受けましたが、私に出来ることは何だろうかと考えました。諸先輩方が
よく言われていたのは、「消防団は地域住民の皆様の“生命・身体・財産”を守ることだ」と聞
かされていました。その言葉どおり私に出来ることは消防団員の皆様の力を借り、住民の皆
様の力を借り、住民の皆様の“生命・身体・財産”を守るという消防団の理念に基づき消防団
活動を行ってまいりたいと思います。団員の皆様のご支援を頂きながら、微力ではあります
が団長職を務めてまいりたいと思います。言葉足りませんが、就任の挨拶とさせて頂きます。
よろしくお願いいたします。

今年度の入退団者及び団長・副団長は次のとおりです。

▼退団者
本　　　　部　団　長　杉山　今朝生
本　　　　部　指導員　福原　博信
第３分団１部　部　長　竹村　智幸
第２分団１部　部　長　土屋　智浩
第１分団　　　班　長　黒木　鉄也
第１分団　　　団　員　宮广　英芳
第１分団　　　団　員　見立　優祈
機能別団員　　　　　　新坂　英二
機能別団員　　　　　　山口　実

機能別団員　　　　　　宮﨑　栄臣
機能別団員　　　　　　山田　芳明

▼入団者
本　　　部　　団　員　森屋　彩花
本 部 分 団　　団　員　中村　遊平

▼新消防団長・副団長
本　　　部　　団　長　永里　克彦
本　　　部　　副団長　中野　重実

令和４年度五木村消防団入退団者辞令交付式

（左）ＫＫＴ金子執行役員局長　（右）木下村長

２４時間テレビの鮮やかなロゴの入った車両

１００歳おめでとうございます

　２月２４日、五木村社会福祉協議会へ福祉車
両の贈呈がありました。
　これは、昨年放送４４回目を迎えた２４時間
テレビ（日本テレビ系列）でのチャリティ募金に
て、全国の皆様からの寄付金をもとに全国の福
祉団体へ贈呈があったものです。（県内は５台）
　この車両は、デイサービス利用者の送迎など、
五木村の福祉のために幅広く利用されます。

◆竹村ミツヨ　さん
　（大正11年２月２６日生）

　２月２６日竹村ミツヨさんが１００
歳のお誕生日を迎えられました。
　竹村さんは、五木生まれの五木育ち、
夫の一雄さんとご結婚後、一雄さんが
戦地へ行かれ、お１人で子育てをしな
がら働かれた時期もあったそうです。
５人のお子さんがおられ焼き畑などの
農業をしながら子育てをされました。
豆腐やこんにゃくを作られるのが上手
で、お元気なときは、家族の晩ご飯を毎
日準備されておられました。これから
もお元気で長生きして下さい。

２４時間テレビ４４「愛は地球を救う」福祉車両贈呈式

百寿祝い

車椅子は２台収容可能
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むらのできごとむらのできごと

　平成24年6月から令和2年6月までの2期
8年間、教育委員を務めていただいた土屋靖子
さんに西教育長から表彰状が伝達されました。
　例年、熊本県市町村教育委員会連絡協議会
での表彰ですが、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止のため今回は中止となりました。
　土屋さんには本村の教育の振興や発展にご
尽力いただいた功績が認められ、今回の受賞と
なりました。8年間、お世話になりました。

人吉高校五木分校にて

五木中学校にて

　五木村学校運営協議会（会長：平野安美氏）よ
り、各学校へ木製の卒業証書が贈呈され、各学
校の卒業式の際、卒業生へサプライズで渡され
ました。
　優しくて、ぬくもりのある卒業証書をふと手
に取ると、五木村で学んだ日々や様々な思い出
がよみがえることでしょう。
　卒業生にとって、一生の記念になりました。

五木東小学校にて

　3月5日に第1回球磨川リバイバルトレイル大会が行われました。
　この大会は、令和２年７月の豪雨災害を忘れず、被災地の復興の後押しや、地域の魅力を幅広く発信
することを目的として五木村・水上村・山江村・八代市が連携し開催しました。
　西日本では初となる160キロを超えるレースで、選手は午前4時に水上村をスタートし、五木村～
山江村～八代市の日奈久をゴールとする「球磨川コース」と、午前10時30分に五木源パークをスター
トし山江～日奈久を目指す106キロの「川辺川コース」を510人の選手が挑みました。
　今回大会を行うにあたって、地域の皆さんのご協力があり無事に大会を終えることができました。

第1回球磨川リバイバルトレイル大会

木製卒業証書贈呈式
令和3年度熊本県市町村教育委
員会連絡協議会表彰についてホタルの幼虫を放流しました

最優秀賞
五木東小学校　田上　真澄　教諭　（算数科指導）

「他者と協働しながら、能動的に学ぶ児童の育成　～主体
的・対話的で深い学びを目指す複式学級の算数科学習を
通して～」
優 秀 賞
五木中学校　藤原　俊也　教諭　（英語科指導）

「英語力を高める授業の創造　～長文読解力の向上を目指して～」
五木中学校　犬童　耕平　教諭　（保健体育科指導）

「生涯にわたって健康の保持増進と体力の向上を目指す生
徒の育成　～小規模校の利点を生かした取組を通して～」

努 力 賞
五木東小学校　日根野　拓　教諭　（算数科指導）

「自ら学びに向かい、「確かな学力」を持った児童の育成　～
複式学級における、共に学び合う算数科の授業を通して～」
五木中学校　上渕　純子　教諭　（ＮＩＥ教育）

「新聞を通して読解力、表現力を高める実践　～グランド
デザイン の具現化に向けたNIE活動の取組からのアプ
ローチ～」

　令和３年度五木村教育論文募集の表彰者が
決定し、３月１６日に役場大会議室において表
彰式を開催いたしました。研究領域は、算数科
指導、英語科指導、保健体育科指導、ＮＩＥ教育

（新聞を活用した学習）と幅の広いものでした。
また、どの研究論文も力作と言っていいもので
あり、村内小中学校の児童生徒にとりまして学
習効果が期待できるものでありました。

　２月２８日に、交 響 楽の里 推 進 協 議 会
並びに、東分館合同で、田口渓流を中心に
約１,０００匹のホタルの幼虫を放流しました。
　ホタルの成虫が飛び始めるのは例年５月
中旬ごろからで、今年も乱舞する様子を心待
ちに村民の皆様も成長を温かく見守ってい
ただきますよう、お願い申し上げます。

田口渓流にて放流の様子

お疲れさまでした。

受賞者と小・中学校長　

令和３年度五木村教育論文表彰

ゲンジボタルの幼虫

高野エイドの様子川辺川コースのスタート 球磨川コース・川辺川コース各優勝者
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Itsuki VillageNews村からのお知らせ

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

梅
雨
入
り
前
に
、
今
一
度
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
、新
規
採

用
で
保
健
福
祉
課

に
配
属
さ
れ
ま
し

た
保
健
師
の
赤
池
郁
美
と
申
し
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
は
熊
本
市
内
の
病
院
で
看
護

師
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
五
木
村
の
自
然
豊
か
な
環
境
で
仕
事
が
で

き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

保
健
師
の
経
験
が
な
く
、ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、五
木

村
の
皆
様
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
と
接
す
る
機
会
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、新
規

採
用
職
員
と
し
て

五
木
村
役
場
ダ
ム

対
策
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
、中
村
遊
平
と

申
し
ま
す
。
人
吉
市
か
ら
五
木
村
に
引
っ

越
し
て
、五
木
村
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

ま
す
。
高
校
卒
業
後
、就
職
を
し
た
の
で
公

私
と
も
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、五
木
村
の
た
め
に
毎

日
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
の
人
事
異

動
に
よ
り
総
務
課

で
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
平
岡
と
申
し
ま
す
。

　
公
私
と
も
に
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、素
晴
ら
し
い
環
境
の
な
か
で
、住
民
の

方
々
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
ま
す

よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
規
採
用
職
員

と
し
て
保
健
福
祉

課
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
森
屋
彩
花
と
申
し
ま
す
。

　
地
元
で
あ
る
五
木
村
で
働
け
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
微
力
な
が
ら
一
生
懸
命
五
木
村
の
た
め
に

尽
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、３
月
末

を
も
っ
て
五
木
村

役
場
を
定
年
退
職

い
た
し
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
村
民
の
皆
様
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
勤
務

を
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
は
、こ
れ
ま
で
な
か
な
か
出
来
な

か
っ
た
我
が
家
の
こ
と
や
自
分
の
健
康
増
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
長
い
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

〈
新
任
〉 
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〈
退
任
〉 
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

〈
異
動
〉 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

〈
異
動
〉 よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

保
健
福
祉
課　
保
健
師

赤あ
か
い
け池  

郁い
く
み美

ダ
ム
対
策
課　
主
事

中な
か
む
ら村  

遊ゆ
う
へ
い平

総
務
課　
課
長
補
佐

平ひ
ら
お
か岡  

丈じ
ょ
う
た太

建
設
課　
課
長
補
佐

富と
み
や
す安  

政ま
さ
し
げ成

ダ
ム
対
策
課　
課
長
補
佐

藤ふ
じ
た田  

寛ひ
ろ
し

総
務
課　
課
長
補
佐

川か
わ
さ
き﨑  

明あ
き
ひ
ろ博

保
健
福
祉
課　
主
事

森も
り
や屋  

彩あ
や
か花

保
健
福
祉
課
長

黒く
ろ
き木  

泰た
い
す
け典

　

４
月
の
異
動
で

ダ
ム
対
策
課
に
赴

任
い
た
し
ま
し
た

吉
村
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
、勉
強
不
足
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、

五
木
村
で
生
活
し
な
が
ら
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
村
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ダ
ム
対
策
課　
課
長
補
佐

吉よ
し
む
ら村  

賢け
ん
た
ろ
う

太
郎

人
事
異
動

　

４
月
の
人
事
異

動
で
建
設
課
に
勤

務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
川
原
と
申
し
ま
す
。

　

ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
す

が
、五
木
村
職
員
の
一
員
と
し
て
皆
様
の
力

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

建
設
課　
課
長
補
佐　

川か
わ
は
ら原  

顕け
ん
た
ろ
う

太
郎

所属課 職　名 備考 氏　名 課員

総　
　
務　
　
課

課長 竹村　文秀

8

課長補佐 ※ 平岡　丈太

総務・財政係長 村山　義治

主査 豊原　佳奈

主事 甲斐　美里

主事 ◎ 奥村　薫寛

主事 〇 吉松　法政

情報専門職 西川　忠孝

ダ
ム
対
策
課

課長 ※ 合志　敏

5

課長補佐 ※ 吉村　賢太郎

ダム対策係長 川口　峰寿

地域振興係長 〇 数山　美保

主事 ☆ 中村　遊平

保
健
福
祉
課

課長 〇 髙田　孝浩

12

課長補佐兼
保健衛生係長 森田　佳子

福祉係長 上田　はるみ

主査 ● 古田　聖子

主事 奥田　梨奈

主事 森山　凌

主事 〇 加藤　大雄

主事 ☆ 森屋　彩花

介護認定調査員 椎葉　由香

管理栄養士 西川　法子

県派遣保健師 ※ 清水　菜央

保健師 ☆ 赤池　郁美

住
民
税
務
課

課長 北原　仁司

6

地籍係長 岡本　英仁

住民税務係長 田山　直也

主査 田口　弘彦

主事 大村　薫平

主事 〇 福岡　俊介

所属課 職　名 備考 氏　名 課員

会
計
室

会計管理者 大岩　留美
2

出納係長 〇 桑田　江美

建　
　
設　
　
課

課長 豊永　勝彦

6

課長補佐兼土木
係長 ※ 川原　顕太郎

管理係長 〇 黒木　光重

林道係長 黒木　保博

主事 堂本　龍馬

総合土木職 豊永　信治

産
業
振
興
課

課長 土肥　博司

10

課長補佐 ※ 市原　広一郎

県派遣駐在 ※ 永井　泰弘

林業振興係長 山尾　浩二

農業振興係長 山本　真也

商工観光係長 〇 山本　巧

主事 〇 竹下　侑希

主事 馬場　秀也

林政
アドバイザー 下村　勝敏

森林管理
アドバイザー 尾方　一之

教
育
委
員
会

課長/歴文館長 木野　徹也

7

教育審議員 中村　和長

教育審議員 〇 川辺　尚也

歴史文化係長/
歴文副館長 福原　博信

主査 寺田　弥生

主事 森下　聖太

主事 〇 宮本　颯樹

議　会
事務局 事務局長 土肥　整二 1

人事 役場新体制

○異動　　 ☆新規採用
※国・県派遣 ◎熊本県へ出向中
●熊本県後期高齢者医療広域連合へ派遣
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保健だより5・6月号

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

梅
雨
入
り
前
に
、
今
一
度
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　「新規で参加したい」「また始めようかな」という方、ぜひ気軽にご参加ください！
送迎も行っていますので、ご希望の方は保健福祉課にご連絡ください。

介護予防の体操やレクリエーション、健康相談を行います。一緒に楽しく体を動かしましょう♪

パズルやゲームで脳を鍛える認知症予防の教室です。物忘れが気になる方におすすめです！

乳幼児健診のお知らせ
期　日 受付時間（午後） 場所 対象者

５月６日㈮
６月３日㈮ 1：30～2：00 保健センター 3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは中止する場合があります。

お問い合わせ先：保健福祉課 TEL：37－2214 （IP：2214）

不安やストレスのお悩み、精神の病気かな？と心配な方や家族、気軽にご相談ください。

介 護 予 防 教 室

★脳いきいき教室の日程

★げんぞう会の日程 ※参加対象：要介護認定されていない65歳以上の方

場 所 三  浦 下梶原 頭  地 瀬  目 宮  園 平沢津 小  鶴 平  瀬

５月 10日・24日
（火）

17日・31日
（火）

12日・26日
（木）

19日
（木）

６月  7日・21日
（火）

14日・28日
（火）

 9日・23日
（木）

2日・16日・30日
（木）

時 間
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

午前 10:00〜11：30　　　　午後13：45〜15：15

場　所 保健センター 宮園交流館
期　日 受付／午前9：30～開始／午前10：00 受付／午後1：00～開始／午後1：30
５月 １１日・１８日・２５日（水）
６月 １日・８日・１５日・２２日・２９日（水）

人吉保健所　精神保健相談 五木村　こころの健康相談
精神科医が相談を受けます。 臨床心理士が相談を受けます。

【５月】５月12日（木）人吉保健所
　　　　５月27日（金）多良木町多目的研修センター
【６月】６月 9日（木）　  人吉保健所　　　   ６月24日（金）
完全予約制です。事前に保健所まで連絡してください。

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みや病の対応等
【５月】５月20日（金）

◎相談内容の秘密は固く守られます。
◎希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

お問い合わせ先
人吉保健所保健予防課（TEL：２２－５２８９）

お問い合わせ先
保健福祉課（TEL：３７－２２１４ （IP：２２１４））

こころの健康相談（相談無料）

ワクチンを接種した方も、マスクの着用と手指の消毒で、
感染予防を続けましょう。

 血圧とは、心臓から全身へ血が流れることによって、血管の壁にかかる圧力のことです。高血圧と
は、診察室での血圧が、140/90mmHg 以上、または家庭での血圧が、135/85mmHg 以上（血
圧の上と下のどちらか、もしくは両方が基準値以上）の場合に診断されます。

【高血圧が続くと…】
  高い圧に耐えるため、血管が硬く・厚くなり弾力
を失います。更に傷つきやすくなった血管の壁に
コレステロール（脂質）が溜まって狭くなり、血
の流れが悪くなっていきます。
　この状態を動脈硬化といい、進行すると、脳卒中・
心筋梗塞・腎臓病につながる恐れがあります。

【高血圧の原因】

《お問い合わせ先一覧》

新型コロナウイルス感染症について

今回のテーマ　「高血圧」

◎五木村のワクチンに関すること
新型コロナウイルスワクチンの接種（時期や接種の流れなど）に関する全般
☎ 37-2218　もしくは、37-2283　受付時間:8時30分～17時30分（月～金曜日のみ）

◎「もしかして、コロナかな？」と思ったら
① まずは、身近な医療機関やかかりつけの医療機関に電話で相談してください。
② かかりつけの医療機関がなく相談する医療機関がわからない場合
　 球磨地域受診・案内センター　☎ ０８０－２１０２－２６２０
　  熊本県受診・案内センター　　　 ☎ ０５７０－０９６－５６７
　  熊本県新型コロナウイルス感染症専用相談窓口　☎ ０９６－３００－５９０９　（２４時間対応）

５月１７日は、高血圧の日

生活改善が見込める原因要素

・遺伝 ・加齢 ・塩分の
　 過剰摂取

・肥満 ・多量の飲酒 ・ストレス ・寒暖差 ・禁煙

  【高血圧を防ぐために】
1. 減塩：��毎日の料理でできる事から、塩分を減らしましょう。�

�例）・めん類の汁は残す　・柑橘類や香辛料で風味を出す
・だしを活用し、醤油や味噌の使う量を減らす　・減塩商品を使う
・醤油やソースは料理に直接かけず、小皿に入れてつけて食べる　など

2. 運動：��１日３０分程度（もしくは１日7000～8000 歩）の散歩を
週に３～４日行うと、肥満や高血圧の改善に効果があるといわれています。

3. ストレスをためない：好きなことで気分転換をし、十分な睡眠・休息をとりましょう。
4. 飲酒量に注意：アルコールは１日20g（ビールなら中瓶1本、日本酒なら1合）までが適量です。

週に２日以上は休肝日を設けましょう。

5. 禁煙：タバコのニコチンにより血圧が上がります。健康のために禁煙しましょう。

高血圧とは？
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 令和４年 (2022年)１０⽉１⽇から、後期⾼齢者医療
の加⼊者で、要件を満たす⽅は、医療機関での負担割
合が２割になります。（次ページ参照）

 変更対象となる⽅は、熊本県の後期⾼齢者医療加⼊者
全体のうち約１４%の⽅です。

医療費の窓⼝負担割合が変わります

新基準︓令和４年１０⽉１⽇から旧基準︓令和４年９⽉３０⽇まで

区分 医療機関窓⼝での
負担割合

現役並み所得者 ３割

⼀般所得者 １割

１割低所得者
（住⺠税⾮課税世帯等）

区分 医療機関窓⼝での
負担割合

現役並み所得者 ３割

要件を満たす⽅ ２割

⼀般所得者 １割

低所得者
（住⺠税⾮課税世帯等）

１割

令和４年度後期⾼齢者被保険者証の２回交付について
（窓⼝負担割合の⾒直しが令和４年１０⽉１⽇で開始するため）

有効期間は、令和４年８⽉１⽇〜９⽉３０⽇まで
＜加⼊しているすべての⽅へ７⽉中にお渡しします＞

有効期間は、令和４年１０⽉１⽇〜令和５年７⽉３１⽇まで
＜加⼊しているすべての⽅へ９⽉中にお渡しします＞

その後

１１
回回
目目

２２
回回
目目

Itsuki VillageNews

01後期高齢者医療制度に関するお知らせ窓⼝負担割合は、主に以下の流れで判定します

※1 「後期⾼齢者医療加⼊者」とは

75歳以上の方および65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方

※2 「課税所得」とは

住民税納税通知書の「課税標準」の額。(前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除、

所得控除(基礎控除や社会保険料控除等)を差し引いた後の金額)

※3 「年⾦収⼊」とは

遺族年金や障害年金は含まず、公的年金等控除を差し引く前の金額

※4 「その他の合計所得⾦額」とは

事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額

 世帯の窓⼝負担割合は、後期⾼齢者医療加⼊者※1の課税所得※2や年⾦収⼊※3をもとに、
世帯単位で判定します。
(令和３年中の所得をもとに、負担割合の判定を⾏い、令和４年１０⽉からの負担割合
を決定します。)

いる
いない

１⼈だけ ２⼈以上

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

１割 １割 ２割 １割 ２割３割

いないいる

世帯内の後期⾼齢者医療加⼊者※1のうち
課税所得※2 が145万円以上の⽅がいるか

世帯内の後期⾼齢者医療加⼊者※1のうち
課税所得※2が28万円以上の⽅がいるか

世帯に後期⾼齢者医療加⼊者※1が
２⼈以上いるか

「年⾦収⼊※3+その他の
合計所得⾦額※4」が

200万円以上か

「年⾦収⼊※3+その他の
合計所得⾦額※4」の

合計が320万円以上か

◇3割に該当する⽅のうち、申請により1割⼜は２割になる場合があ
ります。

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先
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 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

Itsuki VillageNews

02令和4年6月から児童手当の制度が一部変更されます
1.特例給付にも所得上限限度額が設けられます
2.現況届の提出が原則不要となります

1.所得が基準額以上の場合、特例給付が受けられません
《ご注意ください》令和4年6月1日施行の児童手当法の一部改正に伴い、令和4年10月支給分
（令和4年6月分）から、児童を養育している生計中心者の所得が以下表（B)以上の場合、児童手
当・特例給付の支給はされません。 
※ 児童手当等が支給されなくなったあとに所得が（B)を下回った場合、改めて認定請求書の提
出が必要となります。

※児童を養育している方の所得が下記表の（A)未満の場合、児童手当を支給します。
　所得が（A)以上（B)未満の場合、引き続き特例給付（児童1人当たり5,000円）を支給します。
所得は、世帯合算ではなく、生計中心者のみの所得を確認します。

『収入額（目安）』は、給与収入のみで計算しています。あくまで目安であり、実際は給与所得控
除や医療費控除、雑損控除等を控除した後の所得額で確認します。
扶養親族等の数は、所得税法上の同一生計配偶者及び扶養親族（施設入所等児童を除く。以下、
「扶養親族等」という。）ならびに扶養親族等でない児童で前年の12月31日において生計を維
持した人数をいいます。扶養親族等の数に応じて、限度額（所得額ベース）は、1人につき38万
円（扶養親族等が同一生計配偶者（70歳以上の者に限ります）又は老人扶養親族であるときは
44万円）を加算した額となります。

2.現況届の提出について
令和4年度から、毎年6月1日時点の受給者の状況を公募等で確認できる場合は、現況届の提出
は原則不要となります。
ただし、一部の方は現況届の提出が必要になります。
対象の方には例年通り現況届を送付しますので、ご提出をお願いいたします。
•児童を養育しなくなった
•村外に居住する配偶者や児童の住所、氏名が変わった
•離婚し、一緒に児童を養育していた配偶者がいなくなった
•婚姻や子の実親との事実婚により、一緒に児童を養育する配偶者等を有するに至った
•国民年金から厚生年金等、受給者の加入する年金が変わった
•受給者や配偶者が公務員になった
•海外に住んでいる父母から国内で児童を養育している者として「父母指定者」の指定を受けた

（A) 児童手当に係る所得制限限度額 （B) 特例給付に係る所得上限度額
扶養親族の数 所得額 収入額（目安） 所得額 収入額（目安）

0 人 622 万円 833.3 万円 858 万円 1,071 万円
1 人 660 万円 875.6 万円 896 万円 1,124 万円
2 人 698 万円 917.8 万円 934 万円 1,162 万円
3 人 736 万円 960 万円 972 万円 1,200 万円
4 人 774 万円 1,002 万円 1,010 万円 1,238 万円
5 人 812 万円 1,040 万円 1,048 万円 1,276 万円

6 人以上 1 人につき、38 万円を加算した額

Itsuki VillageNews

03 国民健康保険資格異動の手続きについて

Itsuki VillageNews

04 国民健康保険医療費の状況についてのお知らせ

　国民健康保険に加入又は離脱される場合は役場の窓口での手続きが必要です。
　手続きは就職、退職、転出等で保険者が変わってから１４日以内に行ってください。
　他の健康保険に加入された日以降は、国民健康被保険証は使えません。また、転出して他の市町
村の国保に加入した場合も同様で、転出が確定した日以降、五木村の被保険者証は使えません。　
　もし、他の保険の加入日以降に国保の被保険者証で受診された場合は、受診した病院へ「現在加
入している保険」を連絡してください。

※個人番号は届出書の記載に必要です。また、代理の場合は委任状（要押印）が必要となります。

手続きが必要な場合 必要なもの

共　通
全ての手続きに必要ですので、
必ずご持参ください。

•世帯主及び異動者全員の個人番号が分かる書類
•本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）
※�顔写真がない本人確認書類については年金手帳や預金通帳など２
点以上の確認が必要です。
※手続の内容により印鑑が必要な場合があります。

国
保
に
加
入

す
る
と
き

転入してきたとき 転出証明書
他の健康保険をやめるとき 資格の喪失日又は退職日がわかる書類
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書
子供が生まれたとき 母子手帳、国保の被保険者証

国
保
を
離
脱

す
る
と
き

転出するとき 国保の被保険者証

他の健康保険に加入したとき 資格取得日がわかる書類又は加入した保険の被保険者証、国保の被
保険者証

生活保護を受けたとき 保護開始決定通知書
死亡されたとき 国保の被保険者証

そ
の
他

住所、世帯主、氏名が変わったとき 国保の被保険者証
保険証をなくしたとき

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

～令和4年1月・2月診療分～

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

1月 2月
件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減 件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減

入　　院 5 2,345,840 円 －55.30％ － 2,902,190 6 2,506,290 円 ＋6.84％ 160,450
外　　来 236 2,962,881 円 －17.42％ － 624,819 234 2,541,721 円 －14.21％ － 421,160
調　　剤 97 667,904 円 －32.18％ － 316,932 106 743,114 円 ＋11.26％ 75,210

食事・生活療養費 − 123,356 円 －16.94％ － 25,151 − 114,108 円 －7.50％ － 9,248
その他療養費 5 19,951 円 －27.76％ － 7,668 4 11,755 円 －41.08％ － 8,196

合　　計 343 6,119,932 円 －38.78％ － 3,876,760 350 5,916,988 円 －3.32％ － 202,944

国保被保険者数 １人あたり保険者負担額（月額） 前月比
1 月 228 人 26,842 円 −37.97％
2 月 233 人 25,395 円   −5.39％

1月の医療費は12月に比べて大きく減少しています。特に入院が大きく減少しています。
今後も普段の健康管理に留意していただき、入院、手術にならないように初期治療を心がけてください。
季節も変わり、大分暖かくなってきました。軽い運動など行い、健康づくりに努めましょう。
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05生ごみ処理機などへの補助を実施しています

Itsuki VillageNews

06猟犬を飼っておられる皆様へ

　補助内容

　【電動式生ごみ処理機】
補助額：購入額の２/３
（上限４０，０００円まで）
一世帯当たり１基まで

　一般家庭から排出される生ごみの減量化及び資源化対策の一つとして生ごみ処理機などへの補
助を実施しています。この機会にご購入を検討いただきますようお願いします。

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

　【非電動式生ごみ処理容器(コンポスト)】
補助額：購入額の２/３（上限７，０００円まで）
一世帯当たり２基まで

　熊本県では、毎年、猟犬が人や動物をかむ事故が発生しています。
　猟犬が引き起こす事故の重大さを御理解いただき、引き続き適正な飼育をお願いいたします。
◆ 猟終了後は、猟犬の所在を確実に確認し、必ず犬をつないでください。また、猟犬であっても、人
を補助するために必要な訓練を受けていない犬は放すことはできません。

　（熊本県動物愛護管理条例第5条）
◆ 法律により、生後91日以上の犬を飼っている方は、飼い始めた日から30日以内にお住まいの市
町村での登録及び年に1回、市町村が行う集合注射会場（主に4～6月）又は動物病院で、犬に狂
犬病予防注射を受けさせることが義務付けられています。

　（狂犬病予防法第4条、第5条）
◆犬を山に放つなどして遺棄することは犯罪です。
　1年以下の懲役又は100万円以下の罰金に処せられます。
　（動物愛護管理法第44条）
※飼主が分かるように、首輪等に飼主名、連絡先を記載することを心がけましょう。
※猟中等に犬がいなくなった場合は、管轄の警察署及び保健所に連絡しましょう。
※ 飼養犬が人の生命、身体若しくは財産に害を加えたときは、直ちに管轄の保健所に届出をしま
しょう。

※発信機等を装着する場合は、電池が十分にあるか事前に確認しましょう。

熊本県庁 健康危機管理課 動物愛護班　096－333－2248
　　　　　　 人吉保健所 衛生環境課　22－3108
　　　　　　 五木村役場 保健福祉課　37－2214

早川先生から着任のあいさつ
　みなさんこんにち
は。4月より五木村
診療所長として赴任
してまいりました早
川香菜美と申します。
三年ほど前に五木村
診療所で半年ほど勤
務をしており、その後
は天草市の市立病院
を中心に勤務をして
おりました。再び、五
木村の皆様にお会いできることを楽しみに
しています。
　自分の専門領域としては、前任である永田
先生と同じ総合診療です。病気のことだけ
でなく、患者さん、ご家族、地域全体をみれる
広い視野をもって診療にあたれるよう日々
努力してまいります。まだまだ若輩者で至
らない点も多々あるとは思いますが、これか
らもどうぞよろしくお願いいたします。見
かけたら気軽にお声掛けください。

Itsuki VillageNews

07 五木村診療所医師異動のあいさつ

Itsuki VillageNews

08 浄化槽設置補助事業について
　五木村では、生活環境の保全·公衆衛生の向上、河川の水質保全を図る

ため、予算の範囲内において浄化槽設置補助事業を行っています。

　年度毎に、補助件数に限りがありますので、合併浄化槽の設置を希望さ

れる方はお早めに建設課までお問合せください。

■浄化槽設置補助金：5人槽：880,000円（限度額）

■補助対象工事：浄化槽本体·集水桝·排水、放流管·ブロアー等の屋外工事

■補助対象外工事：便器·浴槽·台所などの配管·排水管等の屋内工事

　※補助対象内工事であっても、限度額を超える工事費は自己負担です。

■補助対象区域：代替地下水道区域·農業集落排水整備区域を除く村内全域

建設課　TEL：37－2017　（IP：2247）お問い合わせ先

五木村診療所

所長 早
はやかわ

川　香
か な み

菜美

着任離任
永田先生から異動のあいさつ
　2021年4月から五木村診療所所
長を務めさせて頂きました永田洋介
です。2022年3月を持ちまして異動
となりましたのでご挨拶を申し上げ
ます。
　診療所業務では、定期外来に加
え、採血検査、Ｘ線検査、エコー検
査、内視鏡検査と充実した医療設備
のもと、人吉医療センターとも連携を
図りながら住民の皆様の健康管理に
取り組んできました。
　加えて、新型コロナウイルスに対する集団ワクチン接種や、
施設でのワクチン接種に取り組みました。各部署の協力もあ
り円滑なワクチン接種が実施されました。様々な場面におい
ても、健康を管理することはまさに総合診療そのもので、短い
期間でしたが、非常にやりがいのある診療活動となりました。
この経験を活かしさらに邁進してまいります。
　1年間、大変お世話になりました。住民の皆様、関係各位
の皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。

五木村診療所

前所長 永
なが た

田　洋
ようすけ

介
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09八代年金事務所・年金出張相談（5・6月）
　年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合もありま
すので、必ず予約をしてください。

5月
場所 人吉市東西コミュニティセンター 錦町社会福祉協議会

（温泉センター） 多良木町役場

日時  2日（月）・ 9日（月）・16日（月）
23日（月）・30日（月） 11日（水）・25日（水） 18日（水）

6月
場所 人吉市東西コミュニティセンター 錦町社会福祉協議会

（温泉センター） 多良木町役場

日時   6日（月）・13日（月）・20日（月）
27日（月）  8日（水）・22日（水）  1日（水）・15日（水）

29日（水）
相談時間 午前9時30分～午後5時 午前９時～午後５時

【予約先】　八代年金事務所　お客様相談室　☎ ０９６５－３５－６１２３　自動音声①→②
※その他不明な点は　五木村役場　住民税務課　☎ ３７－２２１３ まで

国民年金は、誰もが加入する公的年金制度です。
基本的に日本に住む２０歳以上６０歳未満のすべての方は、国民年金に加入する義務があります。
加入者は、職業などによって次の３つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。

◦第１号被保険者
　　２０歳以上６０歳未満の農業者、自営業者、学生、フリーター、無職の方などです。
　　加入手続きは、ご自身で住所地の市区役所・町村役場の国民年金担当窓口で行います。

◦第２号被保険者
　　会社員や公務員などの厚生年金保険に加入されている方です。
　　加入手続きは、勤務先が行います。

◦第３号被保険者
　　�第２号被保険者に扶養されていて、年収１３０万円未満の２０歳以上６０歳未満の配偶

者の方です。
　　加入手続きは、第２号被保険者の勤務先を経由して行います。

　会社を退職した時は、第２号被保険者から第１号被保険者への変更の手続きが必要となり
ますので、お早めにお手続きをお願いします。

～国民年金の加入方法～

令和４年度の国民年金保険料額は１６，５９０円（月額）です

　国民年金保険料は、前納で納めることにより、保険料が通常より割引となります。

　現金・クレジットカード納付で保険料を前納した場合、毎月払いと比べ２年前納で14,540
円、１年前納で3,530円、６カ月前納で810円の割引になります。
　また、口座振替制度を利用して保険料を前納した場合、毎月払いと比べて２年前納で
15,790円、１年前納で4,170円、６カ月前納で1,130円の割引となり、大変お得です。

　口座振替・クレジットカード納付には、次の方法があります。
　（１）２年（４月～翌々年３月分）分の前納
　（２）１年（４月～翌年３月分）分の前納
　（３）６カ月分（４月～９月分、１０月～翌年３月分）分の前納
　（４）毎月（早割、口座振替のみ）
　（５）毎月（割引なし）

～ 国民年金保険料の前納～

　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスス
トアで納めることができます。
　また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振
替もあります。

　毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。
　保険料の納め忘れがあると、万一、障害や死亡といった不慮の事態の発生により、障害基
礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合がありますので、必ず納付期限までに納めてく
ださい。

　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度があ
ります。
　また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した場合、令和２年２月分
以降の保険料の納付が免除・猶予される臨時特例措置が設けられていますので、市区役所・町
村役場の国民年金窓口へご相談ください。

～国民年金保険料は納付期限までに納めましょう～
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1 1
特設人権相談所を開設します！
〜「人権擁護委員の日」をご存知ですか？〜
　6月1日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　全国人権擁護委員連合会では、毎年6月1日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心として
特設の人権相談所を開設するなど、一層の人権尊重思想の普及・高揚に努めることとしております。
　本村では、下記の日程で特設人権相談所を開設します。当日は、法務大臣から委嘱を受けた人権
擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

　日　　　　時　　６月１日（水）　午前１０時〜午後３時
　場　　　　所　　五木村役場　２階　監査室
　人権擁護委員　　辻　篤子　委員　・　樅木　晴美　委員
　年間の予定

回 月　日 時　間 場　所
第２回  9 月 6 日（火） 午前 10 時から午後 3 時 西地区集会室
第３回 12 月２日（金） 午前 9 時から正午 五木村役場
第４回  2 月 7 日（火） 午前 10 時から午後 3 時 宮園憩いの家

Itsuki VillageNews

1 0
マイナンバーカードの交付率について
（令和４年４月１日時点）

住民税務課　TEL：37－2213お問い合わせ先

マイナポイント（第２弾）実施中
　マイナンバーカードを持っている人を対象にしたポイント付与制度
「マイナポイント」第２弾が、現在実施中です。対象者は、下記の通りと
なります。

①　カードを取得された方のうち、マイナポイント第１弾に申し込んでいない方
　　（これから取得される方も含む）・・・最大５，０００円相当のポイント
　　申込期限：令和５年２月末まで

②　マイナンバーカードの健康保険証としての利用申し込みを行った方
　　・・・７，５００円相当のポイント
　　申込期限：令和４年６月頃から令和５年２月末まで

③　公金受取口座の登録を行った方
　　・・・７，５００円相当のポイント
　　申込期限：令和４年６月頃から令和５年２月末まで

詳しくは、総務省マイナンバーカード事業ホームページをご覧ください。
　https://mynumbercard.point.soumu.go.jp/

五木村　３３．９％
熊本県　４２．４％
全　国　４３．３％

Itsuki VillageNews

1 2 五木東小学校・五木中学校教職員の異動について
　４月１日付けで教職員の異動がありましたのでお知らせします。

岡村　豊成　教頭（あさぎり町立あさぎり中学校から）
石原　聡子　教諭（湯前町立湯前中学校から）
西　斉也　教諭（あさぎり町立あさぎり中学校から）

村本　雄一郎　教頭（山江村立山江中学校へ）
上渕　純子　教諭（錦町立錦中学校へ）
谷川　文公　講師（球磨村立球磨中学校へ）

久保田　規史　教頭（人吉市立第二中学校から）
神田　綾香　教諭（人吉市立東間小学校から）

長谷　典昭　教頭（相良村立相良北小学校へ）
田上　真澄　教諭（八代市立宮地小学校へ）

▼ 転入
五木東小学校

▼ 転入

▼ 転出
▼ 転出

五木中学校
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２
４-

４
１
９
０（
直
通
）

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣

立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い

る
の
を
見
か
け
た
場
合
は
、近
く
に

姿
が
見
え
な
く
て
も
親
鳥
が
世
話

を
し
て
い
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

熊
本
県
で
は
、５
月
10
日
か
ら
の

１
か
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月
間

と
定
め
、違
法
捕
獲
等
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
野
生
鳥
獣
又

は
鳥
類
の
卵
は
、鳥
獣
の
保
護
及
び

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、狩
猟
に
よ
る
捕

獲
、許
可
受
け
た
も
の
以
外
は
、原

則
と
し
て
そ
の
捕
獲
、殺
傷
又
は
採

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、平
成
30

年
度
に
鹿
児
島
県
等
に
お
い
て
国

内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、令
和
２
年

10
月
に
は
熊
本
県
内
に
お
い
て
も
発

生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
病

気
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
感
染
す
る
と
、地

表
部
か
ら
茎
の
変
色
や
、い
も
の
腐

敗
な
ど
が
起
き
、最
悪
の
場
合
、株

が
枯
死
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
サ
ツ

マ
イ
モ
は
定
植
時
期
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
、健
全
な

種
い
も・苗
の
使
用
、畑
や
苗
床
の
土

壌
及
び
種
い
も・苗
の
消
毒
、植
え
付

け
前
の
排
水
対
策
等
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
万
が一発
生
し
た
場
合
は
、

病
気
が
広
が
る
前
に
発
病
し
た
株

を
ほ
場
の
外
に
出
し
、発
生
箇
所
に

登
録
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

熊
本
県
病
害
虫
防
除
所

☎
０
９
６-

２
４
８-

６
４
９
０

又
は

球
磨
地
域
振
興
局

農
業
普
及・振
興
課

☎
２
４-

４
１
１
７

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、果
樹
類
や
い
ち
ご
、メ

ロン
、す
い
か
等
の
園
芸
作
物
の
花
粉

交
配
に
不
可
欠
で
、農
業
生
産
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
が

始
ま
り
、ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
や
花
粉
を

求
め
て
訪
花
す
る
時
期
に
な
り
ま

す
。
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、次

の
３
点
に
留
意
し
、ミ
ツ
バ
チ
に
危
害

を
与
え
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ
る
農
薬
か

ど
う
か
ラ
ベル
で
確
認
し
、使
用
上
の

注
意
事
項
に
従
い
適
正
に
使
用
す

る
。
②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の

位
置
や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を

事
前
に
交
換
す
る
。
③
防
除
す
る

と
き
は
、ほ
場
周
辺
を
十
分
確
認
し
、

ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６-

３
３
３-
２
３
８
１

畜
産
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
４
０
１

又
は
、球
磨
地
域
振
興
局
農
業
普

及・振
興
課 

☎
２
４-

４
１
１
７

〇
免
許
試
験
の
実
施
時
期
に
つい
て

　

�　

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５

年
１
月
ま
で
に
６
回
程
度
の
狩

猟
免
許
試
験
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

〇
免
許
更
新
の
実
施
時
期
に
つい
て

　

�　

令
和
４
年
６
月
か
ら
９
月
ま

で
に
免
許
更
新
の
た
め
の
講
習

等
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

取
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民

の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、野
生
鳥
獣（
メ
ジ
ロ
、ホ
オ

ジ
ロ
な
ど
）の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の

捕
獲
は
、鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
許
可
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
に
、許
可
を
得
て
捕
獲
し
飼
養

登
録
済
み
の
個
体
は
、更
新
手
続

き
を
行
う
こ
と
で
、引
き
続
き
飼

養
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、五
木
村
役
場
産
業

振
興
課
、ま
た
は
熊
本
県
県
南
広

域
本
部
球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保

全
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

五
木
村
役
場
産
業
振
興
課

☎
３
７-

２
２
４
７

球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

☎
２
４-

４
１
９
０（
直
通
）

〇�

相
続
登
記
が
さ
れ
ず
に
放
置
さ

れ
る
と
…

　

①�

相
続
が「
争
続
」
問
題
に
な
っ

て
し
ま
う
。

　

②�

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
間
に

更
に
相
続
が
発
生
す
る
と
、誰

が
相
続
人
と
な
る
の
か
の
調

査
に
時
間
が
掛
か
る
上
、相

続
登
記
の
手
続
費
用
が
高
額

と
な
り
ま
す
。

　
　

�

ま
た
、所
在
不
明
の
方
に
相

続
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、

登
記
を
含
め
た
相
続
の
手
続

が
極
め
て
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

③�

相
続
し
た
不
動
産
を
売
り
た

い
、お
金
が
必
要
と
な
り
相
続

し
た
不
動
産
を
担
保
に
入
れ

た
い
と
思
っ
た
と
き
、す
ぐ
に

で
き
な
い
な
ど
、不
利
益
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

④�

所
有
者
の
把
握
に
時
間
が
か

か
り
、防
災
、災
害
復
旧
の
た

め
の
工
事
が
進
ま
な
い
な
ど
、

様
々
な
社
会
問
題
の
発
生
原

因
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
た

め
、ま
た
、次
世
代
の
子
供
た
ち
の

た
め
に
、未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

を
し
ま
せ
ん
か
？

〇�

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。

　

�

所
有
者
不
明
土
地
問
題
の
解
決

に
向
け
て
、民
法
、不
動
産
登
記

法
が
改
正
さ
れ
、令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

�

不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、

そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
を
申
請
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇�

自
筆
証
書
遺
言
書
補
完
制
度
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
。

　

�

令
和
２
年
７
月
10
日
か
ら
、法
務

局
に
お
い
て
は
、自
筆
証
書
遺
言

令
和
４
年
度（
２
０
２
２
年
度
）

狩
猟
免
許
試
験
・
更
新
に
つ
い
て

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
及
び
指
導
取

締
強
化
月
間
に
つ
い
て

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐(

も
と
ぐ
さ
れ)

病
の
ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

（
３
月
末
現
在
）

人
の
動
き

戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 3 9 0 4
女 5 4 0 2
計 8 13 0 6

（増減 −11）

人　口 1,002人
世帯数 482世帯

2月 15日～ 4月 9日　届出分

　４月より広報を担当することとなりました

吉松法政（よしまつほうせい）です。

　この頃は、晴天が続き春らしい過ごしやす

い気候となっていますが、しばらくすると梅

雨入りを迎えます。ないに越したことないで

すが、災害も起きやすい時期に入ります。食

料備蓄や懐中電灯を準備していただくなど万

が一の備えをよろしくお願いします。

（吉松）

編集後記
【おくやみ】
3月8日
山北 ツヤ子さん （83歳）平野

3月28日
蓑田 袈義さん （72歳）出る羽

4月9日
中野 孝一さん （70歳）山口

国
際
中
医
師
の
養
成
学
校
が
五
木

村
に
開
校
し
ま
し
た
。

　

村
外
の
遠
方
の
方
に
も
通
え
る

よ
う
、宿
泊
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、中
医
薬
膳
教
室
だ
け
で

な
く
、健
康
と
食
が
つ
な
が
る「
医

食
農
同
源
」
を
推
進
す
る
農
業
体

験
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

〈
５
月
講
座
〉

〇
体
質
チ
ェ
ッ
ク
と
食
事
ア
ド
バ

イ
ス

　

５
月
９
日
㈪
10
時
～
13
時

　

代
金　

２
，０
０
０
円

　
（
ミ
ニ
薬
膳
ラ
ン
チ
付
き
）

　　

自
分
の
体
質
を
チ
ェッ
ク
し
て
ど

ん
な
対
策
を
し
た
ら
よ
い
の
か
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
に
な
れ
る
食
物
は
、人
そ
れ

ぞ
れ
体
質
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
食
物
選
び
を
す
れ

ば
良
い
か
？
そ
れ
に
つ
い
て
３
千
年

以
上
研
究
さ
れ
て
き
た
の
が
中
医

学
で
あ
り
、健
康
に
な
る
た
め
の
献

立
を
施
し
た
も
の
が
薬
膳
で
す
。

　

薬
膳
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

〈
年
間
講
座
〉

〇
中
医
薬
膳
管
理
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

　

受
講
生
募
集

　

５
月
か
ら
３
月
ま
で
全
12
回

　
（
１
回
は
試
験
：
３
月
）

　

五
木
村
民
価
格

　

９
５
，０
０
０
円

（
内
訳
）

◦�

入
学
金
４
０
，０
０
０
円（
教
科

書
３
冊
・
試
験
・
終
了
証
書
・
試

験
日
調
理
研
修
代
を
含
む
）

◦�

講
座
代
５
５
，０
０
０
円（
調
理

実
習
10
回
・
生
薬
22
種
付
）

※�

中
医
薬
膳
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
取
得
後
、

国
際
中
医
薬
膳
管
理
師
の
講
座

コ
ー
ス
に
進
級
可
能
。

※�

国
際
中
医
薬
膳
管
理
師
の
受

講
後
に
、国
際
中
医
師
の
講
座

コ
ー
ス
へ
進
級
可
能
。

◆
こ
の
資
格
で
活
用
で
き
る
こ
と

　

◦
村
民
の
皆
様
→

　
　

家
族
の
健
康
管
理

　

◦
農
業
生
産
者
→

　
　

単
価
の
高
い
薬
膳
生
薬
の

　
　

農
産
物
や
加
工
品
の
生
産

　

◦
飲
食
店
の
方
→

　
　

地
元
農
産
物
に
よ
る
薬
膳

　
　

養
生
料
理
の
提
供
な
ど

▼
お
問
合
わ
せ
先

薬
膳
研
修
所
＆
民
泊

花
林
薬
茶
房
合
同
会
社

代
表
社
員　

小
林　

由
実

五
木
村
甲
４
９
４
６
番
地（
白
水
）

☎
０
９
０-

３
２
２
７-

４
６
４
４

書
を
補
完
す
る
制
度
の
取
扱
い

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

�

こ
の
制
度
は
、自
宅
等
で
自
筆
証

書
遺
言
書
を
補
完
す
る
場
合
、

①
紛
失
の
お
そ
れ
が
あ
る
、②
相

続
人
に
よ
り
廃
棄
、隠
匿
、改
ざ

ん
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
、③
こ

れ
ら
の
問
題
に
よ
り
相
続
を
め

ぐ
る
紛
争
が
生
じ
る
お
そ
れ
な

ど
が
あ
る
と
こ
ろ
、法
務
局
に
保

管
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、遺
言

書
の
紛
失
や
隠
匿
等
が
防
止
で

き
、遺
言
書
の
存
在
の
把
握
が
容

易
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、安
心
し

て
預
け
て
い
た
だ
け
る
制
度
で
す
。

　

詳
し
い
手
続
は
、「
熊
本
地
方
法

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
、熊
本
地
方
法
務

局
又
は
最
寄
り
の
各
支
局
へ
ど
う
ぞ
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

地
方
法
務
局

☎
０
９
６-

３
６
４-

２
１
４
５

h
ttp

s://h
o

u
m

u
k

y
o

k
u

.
m

oj.go.jp/kum
am

oto/

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

☎
２
２-

３
３
９
３

　

薬
膳
ア
カ
デ
ミ
ア
認
定
の
国
際

中
医
師・
国
際
薬
膳
管
理
師
養
成

教
室
で
す
。

　

九
州
で
は
福
岡
に
し
か
な
か
っ
た

花
林
薬
膳
教
室
で
薬
膳
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
？
資
格
取
得
コ
ー

ス
有
り
ま
す
。
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階 部署 直通電話 ＩＰ電話 ＦＡＸ

１Ｆ

総務課 37-2211 2211 37-2215
ダム対策課 37-2212 - -
保健福祉課 37-2214 2214 -
住民税務課 37-2213 - -
会計室 37-2281 - -
建設課 37-2017 - -
産業振興課 37-2247 2247 -

２Ｆ 教育委員会 37-2266 2266 37-2267
議会事務局 37-2352 - 37-2352

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
https://w

w
w

.vill.itsuki.lg.jp
E-m

ail　
info@

itsuki.kum
am

oto.jp

五木村役場　連絡先一覧
所 在 地：〒868-0201
　　　　　　　熊本県球磨郡五木村甲2672番地7
代表電話番号：37−2211（IP：2211）
代表FAX番号：37−2215
※IP電話、FAXが無い部署はそれぞれ代表番号を
　ご利用下さい。

広
報
い
つ
き
　

N
o

.332
発

行
日

／
令

和
４

年
５

月
１

日
発

行
／

五
木

村
役

場
編

　
集

／
総

務
課

　
印

刷
／

ソ
ー

ゴ
ー

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス

五木村公式
ライン
五木村の防災や
行政、観光、移住
に関するさまざ
まな情報を発信
します。

五木村公式
インスタグラム
五木村の見どこ
ろ、イベント、景
色などを紹介し
ます。

五木村公式
ツイッター
五木村の様々な
イベント情報を
発信します。

五木村公式
フェイスブック
五木村の最新情
報を発信します。

５
月
の
行
事
予
定

  5日㈭  行政相談（JA）
12日㈭  し尿汲取り
14日㈯　保・小・中・高合同運動会
15日㈰　五木の春祭
20日㈮  行政相談（南）
26日㈭  し尿汲取り

６
月
の
行
事
予
定

  1日㈬   無料人権相談所　
(役場2階監査室）

  3日㈮  行政相談（JA）
  9日㈭  し尿汲取り
17日㈮  行政相談（三浦）
23日㈭  し尿汲取り

光を灯しながら、
村内の夜空に舞う
ゲンジボタル
　頭地地区の田口渓流で見られる
ゲンジボタルの乱舞です。今年も
５月中旬頃から６月上旬頃まで乱
舞が見られそうですので、村民の
皆さんも、是非ご観賞を楽しまれ
てください。

五木中学校プール横水路にて

※日程は変更となる場合がございます。

　今月の表紙は五
木東小学校の入学
式です。元気いっ
ぱい５人の児童が新しい門出を迎えました。
　これから楽しい学校生活を送れるよう、村民
一同心から祈っています。

今月の表紙


